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組成内容　×：原料として使用していない　　＊1：フタル酸ジーnーブチル　　＊2：フタル酸ジー2ーエチルヘキシル

近年、建物の気密化・化学物質の多様化に伴い、空気中の化学物質等が原因で体調を崩すシックハウス症候群
等が社会問題となってきています。各省庁では、この社会環境の変化に伴い下記の対応を実施しています。

厚生労働省（指針値）

国土交通省

国土交通省

文部科学省

東リ接着剤　　　　　　　組成内容　　　  表示 組成内容 組成内容 組成内容 組成内容 組成内容

ホルムアルデヒド トルエン キシレン パラジクロルベンゼン エチルベンゼン スチレン
100μg／m3 260μg／m3 200μg／m3 240μg／m3 3800μg／m3 220μg／m3

 （0.08ppm） （0.07ppm） （0.05ppm） （0.04ppm） （0.88ppm） （0.05ppm）
必須 選択 選択  選択 選択

測定して書類に記載 任意で測定して書類に記載 任意で測定して書類に記載  任意で測定して書類に記載 任意で測定して書類に記載

必須 必須 選択 選択
（厚労省）指針値以下 （厚労省）指針値以下 （厚労省）指針値以下 （厚労省）指針値以下 （厚労省）指針値以下（厚労省）指針値以下

選択 選択

×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×
×　　　　F☆☆☆☆　　　　 × × × × ×

必須

指針値等 対象物質名
■各省庁指針値一覧表（２０１９年3月現在）

（厚労省）法的数値以下

メタノールは、揮発速度の速い溶剤です。このため、施工後一週
間程度で溶剤が揮発するので、室内に滞留する可能性の少な
い接着剤です。
上記の環境においては、メタノールを成分とした耐水性に優れ
た接着剤を使用し、施工後養生期間を充分にとった後、室内を
換気した上で入居など室内の利用を始めて下さい。

メタノールを成分とした耐水性に優れたエポキシ樹脂系接着剤

　　　　　　●エポグレーP　　●エポグレーST

湿気のおそれのある下地や水のかかるおそれのある場所に
は、下記に記載している溶剤にメタノールを使用しているエ
ポキシ樹脂系接着剤をご採用下さい。　　　　　　　　

東リでは、揮発性有機化学物質の少ない室内空気環境対応品
として、下表の製品を開発しました。エコAR600は、特に配慮さ
れた接着剤です。

住宅など狭い室内には、室内空気環境対応接着剤をおすすめします。1）

1）

2）

2）

室内空気化学物質（13化学物質）の指針値と
TVOCの暫定目標値を設定。
建築基準法で、クロルピリホスの使用禁止・ホルム
アルデヒド放散量に応じた使用制限の設定。
品確法で、住宅性能表示制度を利用する際のホ
ルムアルデヒド等に関する数値の設定。
学校環境衛生基準で、ホルムアルデヒド（必須）・
トルエン（必須）・キシレン（選択）・パラジクロルベ
ンゼン（選択）・エチルベンゼン（選択）・スチレン
（選択）の測定、並びにその数値が厚生労働省の
指針値を下回っている事を確認した後の引渡しの
義務付け。

厚生労働省

国土交通省

文部科学省

各省庁の室内化学物質に対する対応（2019年1月現在）＊詳細下表

各省庁の指針に基づく東リの対応

施工（使用）環境に配慮した接着剤の選定

エコロイヤルセメント
CRセメント
エコAR600
エコGAセメント
LAYセメント
エコLX巾木糊
巾木糊
USセメント
東リ低臭USセメント
US200
エポグレーＰ
エポグレーST
エポグレーＳ
導電エポグレー
バスナセメントEPO
バスナウォールセメント
ピュアボンド

建築基準法Ｆ☆☆☆☆対応
東リでは、建築基準法で対象となっている接着剤・壁装材・
壁装材用接着剤（デンプン糊）にＦ☆☆☆☆に対応した製
品を揃えています。
Ｆ☆☆☆☆
2003年7月に施行された改正建築基準法では、ホルムアル
デヒドを放散する可能性のある建材を定め、ホルムアルデヒ
ドの放散量に基づいて使用制限がかかります。（詳細527頁表参照）

      高分子系床材やカーペットは規制対象ではありません。
      （559頁「建築基準法」を参照）

厚生労働省13指針値物質対応

F☆☆☆☆：新JIS法20Lチャンバー法にて、ホルムアルデヒド放散量を測定し、その測定結果が5μg／m2h以下であるものは、F☆☆☆☆と表示する。
キシレン、DBP、DEHP指針値改定（2019年1月）



■ホルムアルデヒド放散量とJIS A 5536区分（等級区分）
ＪＩＳ区分 　　　    　　  ホルムアルデヒドの放散速度 　　  　告示で定める建築材料 　 　  　内装仕上げの制限

    5μg／㎡h以下

    5μg／㎡hを超え
  20μg／㎡h以下 

  20μg／㎡hを超え
 120μg／㎡h以下

 120μg／㎡hを超える

規制対象外 

第3種ホルムアルデヒド
放散建築材料 

第2種ホルムアルデヒド
放散建築材料

第1種ホルムアルデヒド
放散建築材料

使用制限無し

部屋の構造と換気により
使用面積制限 

部屋の構造と換気により
使用面積制限

使用禁止 

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆

Ｆ☆☆

ＪＩＳ区分       　　　　　　　      接着剤の主成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    内　　容

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆

Ｆ☆☆

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノー
ル樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有
モノマー、ロンガリット系触媒のいずれも使用していない
もの。
（ただし、メチロール基含有モノマー、ロンガリット系触媒
を使用した場合は、放散速度が5μg／㎡ｈ以下のもの）

アクリル樹脂系エマルション形
ゴム系ラテックス形

エポキシ樹脂系
ウレタン樹脂系
変成シリコ－ン樹脂系

酢酸ビニル樹脂系溶剤形
ビニル共重合樹脂系溶剤形
ゴム系溶剤形

放散速度が5μg／㎡h以下のもの

放散速度が20μg／㎡h以下のもの

放散速度が120μg／㎡h以下のもの

ラ
テ
ッ
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ス・
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ン
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そ
の
他

溶
剤
形

ＪＩＳを取得していない工場で製造される接着剤や輸入品については、使用規程（原料制限）があるものに限り、日本接着剤工業会が
「自主管理規制品」と認定します。書類審査のうえ、等級区分（Ｆ☆☆☆☆）を認証表示できます。

建築基準法

日本産業規格

（1μg=0.001mg）

自主管理規制について

製造が国内、国外であるにかかわらず、日本国内で販売される接着剤に関して、第三者機関（建材試験センターなど）で試験されたホル
ムアルデヒド放散量データをつけて、大臣認定（国土交通省）を申請する事ができます。審査の上合格したものは、防火認定と同様、認定
番号を取得し、認証表示ができます。

大臣認定について

表示なし

TVOC
400μg／m3

 （暫定目標値）

 組成内容

 クロルピリホス
 1μg／m3

 （0.07ppb）

使用禁止

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

DBP＊1

17μg／m3

 （1.5ppb）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

テトラデカン
 330μg／m3

 （0.04ppm）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

DEHP＊2

 100μg／m3

 （6.3ppb）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

ダイアジノン
 0.29μg／m3

 （0.02ppb）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

アセトアルデヒド
 48μg／m3

 （0.03ppm）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

 組成内容

フェノブカルブ
 33μg／m3

 （3.8ppb）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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